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鎌倉応援買い物・飲食電子商品券事業について 

 

１ 事業の背景 

  令和２年８月以降、新型コロナウイルス感染症が再拡大し、現在においても終息の見通しが立た

ない中、感染拡大の防止と経済活動との両立を図る「新しい生活様式」の実践が必要です。市内の

小売・飲食・サービス業においては、緊急事態宣言の解除により６月に売上の回復が見られました

が、７月以降、感染の再拡大による外出自粛により、３割～５割程度の売上減少となっており、今

後もしばらく回復が望めない状況です。こうした中、中小事業者への緊急支援策として、国におい

て持続化給付金及び家賃支援給付金、県において感染症拡大防止協力金が実施されていますが、い

ずれも一時的な資金繰り支援であり、市内の中小企業は今後しばらくは売上が低迷する中で経営を

維持していくことが喫緊の課題です。 

 

２ 事業の目的 

市内の中小企業が、「新しい生活様式」の中で経営を維持していけるよう、市民による市内での消

費行動を活発化させ、市民と中小企業の皆さんが協力して新型コロナウイルス感染症を克服するこ

とを目的に、「鎌倉応援買い物・飲食電子商品券事業」を展開します。この事業は、鎌倉市民全員に

1 人 5,000 円分の電子商品券を配付し、地元の中小店舗での買い物・飲食の契機として頂き、そ

の後の継続的な消費行動の呼び水とします。また、この事業と同時期に、市内の各商店会において

集客イベントを実施し、商店会への来店動機を相乗的に高めます。 

 

３ 事業の予算 

  電子商品券  1人 5,000円×177,500人＝8億 8,750万円 

事務費                 1億 0 341万円 

合計                  9億 9,091万円 

 

４ 事業の実施方法 

配付方法   世帯人数分のカードを郵送し、後日 5,000円分のチャージを自動的に行う。 

使用方法   取扱店舗でカードを提示して清算する。取扱店舗はスマホでQRコードを読み取

る。ただし、商品券、プリペイドカード、パチンコ等の換金性の高いもの、税金

や公共料金の支払いなどを除く。 

 取扱店舗   今後募集する市内の中小小売業・飲食業・サービス業などの事業所。 

ただし、大規模商業施設（店舗面積合計 1,000㎡以上）、チェーン店を除く。 

 

５ 事業スケジュール（予定） 

取扱店舗募集 令和２年 10月中旬～ 

配付時期   令和２年 12月上旬 

使用期間   令和２年 12月 15日以降～３か月間 
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